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辰野町「わがまちの道をかたろう会」 

第１回沢底地区ワークショップ実施報告 

 

１）目的 

辰野町は伊那・諏訪・塩尻の３方向につながる地域性から、通勤通学、生活道路においてさ

まざまなニーズがある。少子高齢化や人口減少による社会構造の変化や、工業・商業事業者の

経済活動に深く関わりあう道路体系についてさまざまな視点から検証された将来道路網は重要

な意味を持つものである。 

辰野町に住む人、辰野町に関係する人がともに豊かな生活を送ることのできる持続可能なま

ちづくりを進めるため、道路交通網のあり方を検討し将来を見据えた実現可能な道路網計画の

策定を予定している。 

そこで、住民の意向を十分に把握し可能な限り反映した計画策定を行うため、各地区が抱え

る課題や意見を把握することを目的とし、住民の皆様に参加頂く 17地区別のワークショップを

開催した。 

 

 

２）開催概要 

（１）開催日程：令和２年２月 12日（水）19：00～20：30 

（２）開催場所：沢底公民館 

（３）参加人数：14名 

（４）プログラム概要 

１．辰野町の道路の現況説明 

２．ワークショップの目的と位置づけの確認 

３．グループ会議Ⅰ（沢底区周辺の道路の課題・改善点について、自由意見） 

４．グループ会議Ⅱ（辰野町全体の道路の課題・改善点について、自由意見） 

５．情報共有 
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３）ワークショップ実施結果 

①グループ会議Ⅰ（沢底区周辺の道路の課題・改善点について、自由意見） 

 （１）各グループの意見 

 

◎グループ１ 

・重要課題：複線化 

・通勤者の迂回路になっている 

・これ以上拡幅できない道が多い 

・現道の舗装整備をしっかりしてほしい 

・狭い道 消防車両が通れない 

・沢底入口の看板がない 

・比較的、有賀峠（県道）への接続は容易 

・複線が無い範囲 

・管理道路がほしい 

・複線化 
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◎グループ２ 

・橋がせまい 

・道が狭い 

・出口、石がじゃま 

・過去に土砂崩れ 通行できなくなった 

・狭い 

・路面へこみ 減速しないと通れない 

・緊急車両入れない 

・町道のバイパスとして農道整備 

・道がせまい 

・過去災害 

・路面が荒れている 

・区として重要な道 

・かつて作る計画があった 

・ガケが危険 
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 （２）意見のまとめ 
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②グループ会議Ⅱ（辰野町全体の道路の課題・改善点について、自由意見） 

 （１）各グループの意見 

◎グループ１ 

・東西を結ぶ 

・ここまでの延伸では効果があまりない 

・スマート IC 仮出口が都合良かった 

・０ポイントまでの道路と整備 

・岡谷方面への複線化 

・塩尻方面の複線化 
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◎グループ２ 

・左岸道路 BP 

・舗装のつなぎ目 

・大型車がすれ違えない 

・牛頚の幅張 

・サイクリングコースとしても使える 

・滑りやすい 

・中央道の側道ほしい 

・大型車の出入りがとても難しい 

・せまい 

・渋滞 

・つないでほしい 
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（２）意見のまとめ 
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